










要約:学習障害を栗田の提案のごとく広義にとり、その前駆的状態を幼児期に把握し適切

に対応することにより、将来の学習障害を予防するための両親用アンケートによる学習障

害児早期発見スクリーニング法の開発を行った。内容は質問 1～7 よりなり、DSM-Ⅲ-R の

注意欠陥・多動障害の診断項目、Werry - Weiss -活動性尺度、Conners 簡易行動評定尺

度等の設問化、これらの補助的設問、既往歴、等からなっており、発達・行動・認知障害

の早期発見を目的としている。 現在本アンケートを用い、前方視的検討を行っている。


